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第 1問 ［1］ 真数条件より

0 < 8 − x, 0 < x − 2 ⇔ x < 8, 2 < x

であるから，
ア

2 < x <
イ

8 が成り立つ．

1⃝式を変形すると

1⃝ ⇔ loga (8 − x)2 > loga (x − 2)

であり，a < 1から ◀関数 f (X) = loga X は減少関数

(8 − x)2 < x − 2

⇔ 64 − 16x + x2 < x − 2

⇔ x2 −
ウエ

17x +
オカ

66 < 0

であり，
キ

0である．左辺を因数分解して (x − 6)(x − 11) < 0 となるから

6 < x < 11．これを真数条件 2 < x < 8と連立して， 1⃝の解は
ク

6 < x <
ケ

8
である．

a > 1のときは， 2⃝の不等号が逆になって x < 6, 11 < x．これを真数条件

2 < x < 8と連立して， 1⃝の解は
コ

2 < x <
サ

6 である．

「基本的な対数関数の不等式の問題．教科書レベルのことをきちんと理解しておけば解ける問題．」

ア : 2（１点）， イ : 8（１点）

ウ : 1， エ : 7， オ : 6， カ : 6（以上２点）， キ : 0（３点）

ク : 6（２点）， ケ : 8（２点）， コ : 2（２点）， サ : 6（２点）
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［2］
α = π

6
のとき sinα = 1

2
であり，0 ≦ 2β ≦ 2πであるから

cos 2β = 1
2
⇔ 2β = π

3
, 5

3
π

よって，β =
シ

π

6
, ス

5
6
πである．

ここで，0 ≦ α < π
2
のときは

sinα = cos
(
π
2
− α

)
から

π
2
− α = 2βが成り立ち，

◀

α

π
2
− α

2π −
(
π
2
− α

)

y = sinα

x = sinα

□の中は対応する中心角の値を表す

x

y

O

sinα = cos
(
π
2
− α

)
= cos

{
2π −

(
π
2
− α

)}
= cos

(
3
2
π + α

)
◀使っている公式は cos θ = cos(2π − θ) だが、
上のように単位円を用いるのがよい。

から
3
2
π + α = 2βが成り立つ．よって，β = π

4
− α

2
, 3

4
π + α

2
であるから

◀ 0 < π
4
− α

2
< π

4
3
4
π < 3

4
π + α

2
< π

である．もちろん，空欄の空き方でどちらが

β1 かはすぐに分かる．

β1 =
π

セ
4 −

α

ソ
2 , β2 =

タ
3

4
π + α

2

となる．
π
2
≦ α ≦ πのときは ◀ sinα の代わりに，sin(π − α) で考えれば，

0 ≦ π − α ≦ 1
2
π なので、0 ≦ α < π

2
のとき

を利用できる．sinα = sin(π − α) = cos
{
π
2
− (π − α)

}
= cos

(
− π

2
+ α

)
から − π

2
+ α = 2βが成り立ち，

◀

α π − α

π
2
− (π − α)

2π −
{
π
2
− (π − α)

}
y =
sinα

x = sinα

x

y

O

sinα = sin(π − α) = cos
{
π
2
− (π − α)

}
= cos

(
− π

2
+ α

)
= cos

{
2π −

(
− π

2
+ α

)}
= cos

(
5
2
π − α

)
から

5
2
π − α = 2βが成り立つ．よって，β = − π

4
+
α
2
, 5

4
π − α

2
であるから

◀ここまでと同様の議論は、13th-note 数学 II
第 4章『2π− x, π+ x, − x の三角関数 (p.158-
160)』の発展β1 = − π

チ
4 +

α

ツ
2 , β2 =

テ
5

4
π − α

2

となる．

したがって，0 ≦ α < π
2
のときは

α +
β1

2
+
β2

3
= α + π

8
− α

4
+
π
4
+
α
6

=
3
8
π + 11

12
α

となり，とり得る値の範囲は

3
8
π + 0 ≦ α +

β1

2
+
β2

3
< 3

8
π + 11

12
· π

2

⇔ 3
8
π ≦ α +

β1

2
+
β2

3
< 5

6
π ◀最右辺は，不等号が < なので必要ないと判断

して，計算を後回しにしてもよい．ただし，
ノ以降を解くのに厳密な解答はできなくな

る．また，計算しておくと
π
2
≦ α ≦ π のと

きと計算チェックはできる．

π
2
≦ α ≦ πのときは

α +
β1

2
+
β2

3
= α − π

8
+
α
4
+

5
12
π − α

6

=
7
24
π + 13

12
α
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となり，とり得る値の範囲は

7
24
π + 13

12
· π

2
≦ α +

β1

2
+
β2

3
≦ 7

24
π + 13

12
· π

⇔ 5
6
π ≦ α +

β1

2
+
β2

3
≦ 33

24
π = 11

8
π ◀最左辺は計算する必要はないが，もし計算

して 0 ≦ α < π
2
のときの最右辺と合えば，

計算ミスをしている可能性をかなり排除で
きる．以上から，

トナ

3
8
π ≦ α +

β1

2
+
β2

3
≦
ニヌネ

11
8
π となる．よって，y =

sin
(
α +
β1

2
+
β2

3

)
が最大となるのは α+

β1

2
+
β2

3
=
π
2
のときであり，これ

は 0 ≦ α < π
2
のときに含まれるので

3
8
π + 11

12
α = π

2

⇔ 11
12
α = 1

8
π

⇔ α = 1
8 2 π ·

12 3

11
=

ノハヒ

3
22
π

であり，そのとき y = sin 1
2
π = 1であるから，

フ
1 ．

「加法定理，倍角の定理，三角関数の合成，三角関数の相互関係などを一切用いない，珍しい問題．

普段から単位円を用いて考え，sin(π − α) = sinαなどの諸公式が理解できているかが問われる．とはいえ，場合に分けて，

計算も細かくて複雑な，難しい問題．」

シ : 6（１点）， ス : 5（１点）

セ : 4， ソ : 2（以上２点）， タ : 3（１点）， チ : 4， ツ : 2（以上２点）， テ : 5（１点）

ト : 3， ナ : 8（以上２点）， ニ : 1， ヌ : 1， ネ : 8（以上２点）

ノ : 3， ハ : 2， ヒ : 2（以上２点）， フ : 1（１点）
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第 2問
(1) C の関数について，y′ = 3x2 であるから，点 Pでの接線は点 (a, a3)を通り傾

き 3a2 の直線になり ◀ 13th-note 数学 II 第 3 章『（1 点と傾きが与
えられた）直線の方程式 (p.86)』

y − a3 = 3a2(x − a) ⇔ y =
ア

3a2x −
イウ

2a3

である．放物線 D上に点 Pがあるから

a3 = a2 + pa + q · · · · · · · · · (∗)

また，Dの関数について，y′ = 2x + pであるから，点 Pでの Dの接線は傾き

2a + pの直線になり，

3a2 = 2a + p ⇔ p =
エ

3a2 −
オ

2a

これを (∗)に代入して

a3 = a2 + (3a2 − 2a)a + q

⇔ q = a3 − a2 − 3a3 + 2a2 =
カキ
−2a3 +

ク
a2

となる．

(2) Dが点 (0, b)を通るので

b = 0 + 0 + q =
ケコ
−2a3 +

サ
a2

が成り立つ．

f (x) = −2a3 + a2 について

f ′(x) = −6a2 + 2a

= −6a
(
a − 1

3

)
よって，増減表は以下のようになる．

x · · · 0 · · · 1
3

· · ·
f ′(x) − 0 + 0 −
f (x) 極小 極大

よって， f (x) は x =
シ

0 で極小値
ス

0 をとり，x =
セソ

1
3

で極大値 f
(

1
3

)
=

−2
(

1
3

)3
+

(
1
3

)2
= − 2

27
+

3
27
=

タチツ

1
27

をとる．

2⃝を満たす (a, b)は，y = b, y = f (a)を満たす解と一致するから，右欄外のグ

ラフより，0 < b < 1
27
のときは，aの解は

テ
3個である．

◀ y = f (a)

y = b

1
3

1
27

a

y

O

(3) Dの頂点が x軸上ならば，y = x2 + px+ q =
(
x +

p
2

)2
となるので，q =

p2

4
で

ある．これを 1⃝に代入して連立すると
p = 3a2 − 2a
p2

4
= −2a3 + a2 ⇔

1
4

(3a2 − 2a)2 = −2a3 + a2

⇔ 9a4 − 12a3 + 4a2 = −8a3 + 4a2

⇔ 9a4 − 4a3 = 0

⇔ 9a3
(
a − 4

9

)
= 0

よって，a =
ト

0,
ナニ

4
9

となる．D1 の放物線は

y = x2

であり，D2 の放物線は，

p = 3
(

4
9

)2
− 2 · 4

9
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=
16
27
− 24

27
= − 8

27

から，y =
(
x +

p
2

)2
=

(
x − 4

27

)2
となる．D1, D2 の交点の x座標は，D1, D2

の軸から等しい距離になり，求める面積は D1，x軸，x = 2
27
で囲まれた面積 ◀連立して交点を求めてもよい（【別解１】）

の 2倍になる．よって ◀図を描けばそれが分かる．

y = x2

y =
(
x − 4

27

)2

2
27

4
27

x

y

O

気づかない場合も【別解２】のようにすると

よい．

2
∫ 2

27

0
x2dx = 2

[
1
3

x3
] 2

27

0

=
2
3

(
2
27

)3
=

2
3
· 23

39 =

ヌネ

24

310

である．

【別解１：D1, D2 の交点】

x2 = x2 − 8
27

x +
(

4
27

)2
⇔ 8

27
x = 16

272

⇔ x = 2
27

【別解２：面積の計算】∫ 4
27

2
27

(
x − 4

27

)2
dx +

∫ 2
27

0
x2dx =

[
1
3

(
x − 4

27

)3
] 4

27

2
27

+

[
1
3

x3
] 2

27

0
◀

∫
(x − a)ndx =

(x − a)n+1

n + 1
+C

を用いて工夫して計算する．

=
1
3

{
0 −

(
− 2

27

)3
+

(
2
27

)3
− 0

}
=

2
3
·
(

2
27

)3

もし，

(
x − 4

27

)2
を展開してしまうと，積分はとても大変になる．

「(1)において，点 Pにおける Dの接線を直接求めてしまうと，qが消えて 1⃝ができなくなる．a3 = a2 + pa + qを使うこと

に気づいてそれを超えれば，面積の手前まで解き進めやすい．

最後の積分は，日頃からグラフをきちんと描き，計算の工夫をしていなければ，解くのは難しい．」

ア : 2， イ : 2， ウ : 3（以上３点）， エ : 2， オ : 2（以上２点）

カ : −， キ : 2， ク : 2（以上３点）， ケ : −， コ : 2， サ : 2（以上１点）

シ : 0（２点）， ス : 0（２点）， セ : 1， ソ : 3（以上２点）

タ : 1， チ : 2， ツ : 7（以上２点）， テ : 3（３点）

ト : 0（２点）， ナ : 4， ニ : 9（以上３点）， ヌ : 4， ネ : 1， ノ : 0（以上５点）
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第 3問
an の公差を dとおくと，a2 + 3d = a5 であるから ◀もちろん、

 a2 = a1 + d
a5 = a1 + 4d

の連立方程式を

解こうと思ってもよい。− 7
3
+ 3d = − 25

3
⇔ 3d = − 18

3
= −6

よって d =
エオ

−2 であり，a1 = − 7
3
−d = − 7

3
+2 =

アイウ

− 1
3

である．したがって

an = − 1
3
+ (−2)(n − 1) =

カキ
−2n +

クケ

5
3

S n =
1
2

n(a1 + an)

=
1
2

n
{
− 1

3
+ (−2n) + 5

3

}
=

1
2

n
(
−2n + 4

3

)
=
コ
−n2 +

サシ

2
3

n

である．

1⃝の両辺に n = 1を代入して

b1 =
4
3

b1 + S 1

⇔ − 1
3

b1 = S 1 = a1 = − 1
3

よって，b =
ス

1 である．さらに， 2⃝から得られる

n+1∑
k=1

bk =
4
3

bn+1 + S n+1,

n∑
k=1

bk =
4
3

bn + S n

を

n+1∑
k=1

bk =

n∑
k=1

bk + bn+1 に代入して

4
3

bn+1 + S n+1 =
4
3

bn + S n + bn+1

⇔ 1
3

bn+1 + S n+1 − S n =
4
3

bn
◀ S n+1, S n が並んでいれば、an = S n+1 − S n を
使う可能性が思い浮かべられるとよい。

S n+1 − S n = an+1 = −2(n + 1) + 5
3
を利用して

⇔ 1
3

bn+1 − 2n − 1
3
=

4
3

bn

⇔ bn+1 − 6n − 1 = 4bn

⇔ bn+1 = セ4bn + ソ6n +
タ

1 · · · · · · (∗)

が成り立つ．この漸化式を bn+1 + p(n + 1) + q = a(bn + pn + q)と変形できるとす

れば

（左辺）= (4bn + 6n + 1) + pn + p + q = 4bn + (6 + p)n + (1 + p + q)

であり，右辺と係数を比較して次の連立方程式を解けばよい．
4 = a

6 + p = ap

1 + p + q = aq

⇔


a = 4

6 + p = 4p

1 + p + q = 4q

⇔


a = 4

3p = 6 ∴ p = 2

1 + p = 3q ∴ 3q = 3, q = 1

よって，漸化式 (∗)は

bn+1 + チ2(n + 1) +
ツ

1 = 4(bn + 2n + 1)

と変形でき，cn = bn + 2n + 1は初項 c1 = b1 + 2 · 1 + 1 =
テ

4 ，公比
ト

4 の等比数列

である．よって，cn = 4 · 4n−1 = 4n であり

bn = cn − 2n − 1 =
ナ

4n −
ヌ

2n −
ネ

1
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であり，
ニ

2である．

「冒頭は等差数列の簡単な問題．セソタは階差数列の考え方を使う標準的な問題だが，チツを求める漸化式の変形は，漸化

式の解法の中でも理解しづらいタイプであり，解き慣れていないと厳しい．」

ア : −， イ : 1， ウ : 3（以上１点）， エ : −， オ : 2（以上１点）

カ : −， キ : 2， ク : 5， ケ : 3（以上２点）， コ : −， サ : 2， シ : 3（以上２点）

ス : 1（１点）， セ : 4（２点）， ソ : 6， タ : 1（以上２点）

チ : 2（２点）， ツ : 1（２点）， テ : 4（１点）， ト : 4（１点）

ナ : 4， ニ : 2， ヌ : 2， ネ : 1（以上２点）
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第 4問
(1) Mは線分 CEの中点なので

−−→
OM = 1

2

(−−→
OC +

−−→
OE

)
=

1
2

(⃗c + b⃗ + c⃗) = 1

ア
2 b⃗ + c⃗

Nは線分 ADを 3 : 1に内分した点なので

−−→
ON =

−−→
OA + 3

−−→
OD

4
=

a⃗ + 3a⃗ + 3b⃗
4

= a⃗ +
イウ

3
4

b⃗

と表される．

(2) Pは線分 FLを s : (1 − s)に内分した点なので
−−→
OP = (1 − s)

−−→
OF + s

−−→
OL

= (1 − s)(a⃗ + c⃗) + s · 1
2

(b⃗ + a⃗ + b⃗)

= (1 − s)a⃗ + (1 − s)⃗c + 1
2

s · (2b⃗) + 1
2

sa⃗

=

(
1 − s + 1

2
s
)

a⃗ + sb⃗ + (1 − s)⃗c

=

(
エ

1 − 1

オ
2 s

)
a⃗ + sb⃗ + (

カ
1 − s)⃗c

ここで

−−→
MP =

(
1 − 1

2
s
)

a⃗ + sb⃗ + (1 − s)⃗c − 1
2

b⃗ − c⃗

=

(
1 − 1

2
s
)

a⃗ +
(
s − 1

2

)
b⃗ − s⃗c

−−→
MN = a⃗ + 3

4
b⃗ − 1

2
b⃗ − c⃗

= a⃗ + 1
4

b⃗ − c⃗

となり，c⃗の係数から
−−→
MPが

−−→
MNの定数倍となるのは

−−→
MP = s

−−→
MNとなるとき

で a⃗の係数から 1 − 1
2

s = sが成り立たなければならない．よって
◀
−−→
OA ⊥

−−→
OB,

−−→
OB ⊥

−−→
OC,

−−→
OC ⊥

−−→
OA であるか

ら，異なる 4 点 O，A，B，C は同一平面上
にない．そのため，a⃗, b⃗, c⃗ の係数比較がで
きる．

1 = 3
2

s ⇔ s = 2
3

となり，このとき，b⃗の係数について s − 1
2
= s · 1

4
が成り立っている．よっ ◀両辺とも 1

6

て，s =
キク

2
3

のとき，
−−→
MP =

ケコ

2
3
−−→
MNとなり，M，N，Pは一直線上にある．

(3) Gは，s = 2
3
のときの Pなので

−−→
OG =

(
1 − 1

2
· 2

3

)
a⃗ + 2

3
b⃗ +

(
1 − 2

3

)
c⃗

=
2
3

a⃗ + 2
3

b⃗ + 1
3

c⃗

=

サシ

1
3

(
ス

2a⃗ +
セ

2b⃗ + c⃗)

−−→
GF = a⃗ + c⃗ −

(
2
3

a⃗ + 2
3

b⃗ + 1
3

c⃗
)

=
1
3

a⃗ − 2
3

b⃗ + 2
3

c⃗

=
1
3

(a⃗ − 2b⃗ +
ソ

2⃗c)

と表される．
−−→
GF = 1

3
a⃗ − 2b⃗ + 2⃗c であるが， a⃗ =

√
5, b⃗ = 4, c⃗ =

√
3

のとき，a⃗ · b⃗ = b⃗ · c⃗ = c⃗ · a⃗ = 0を用いて

a⃗ − 2b⃗ + 2⃗c
2
= a⃗

2
+ 4 b⃗

2
+ 4 c⃗

2
= 5 + 4 · 42 + 4 · 3 = 81

—13th-note— · · · 9



となるから，
−−→
GF = 1

3
√

81 =
タ

3 となる．
◀
−−→
GM = − 2

3
a⃗ − 1

6
b⃗ + 2

3
c⃗

= − 1
6

(4a⃗ + b⃗ − 4⃗c)

から，

−−→
GM =

1
6
√

16 · 5 + 16 + 16 · 3 = 1
6
√

144

となって，2 となる．

次に

−−→
GF ·
−−→
GH = 1

3
(a⃗ − 2b⃗ + 2⃗c) ·

(
t⃗c − 2

3
a⃗ − 2

3
b⃗ − 1

3
c⃗
)

=
1
3

{(
− 2

3

)
a⃗

2
+ (−2) ·

(
− 2

3

)
b⃗

2
+ 2 ·

(
t − 1

3

)
c⃗

2
}

=
1
3

{
− 10

3
+

4
3
· 42 + 6

(
t − 1

3

)}
=

1
3

(
− 10

3
+

64
3
+ 6t − 2

)
=

1
3

(6t + 16) =
チ

2t +
ツテト

16
3

と表される． ◀
−−→
GM ·

−−→
GH

=

(
− 2

3
a⃗ − 1

6
b⃗ + 2

3
c⃗
)
·
(
t⃗c − 2

3
a⃗ − 2

3
b⃗ − 1

3
c⃗
)

=
4
9
· 5 + 1

9
· 16 + 2

3

(
t − 1

3

)
· 3

=
20
9
+

16
9
+ 2t − 2

3

= 2t + 10
3

∠FGH = ∠MGHのとき，これを θとおくと
−−→
GF ·
−−→
GH = 3

−−→
GH cos θ

−−→
GM ·

−−→
GH = 2

−−→
GH cos θ

であるから，
−−→
GF ·
−−→
GH =

ナニ

3
2
−−→
GM ·

−−→
GHであり， 1⃝， 2⃝を代入すると

2t + 16
3
=

3
2

(
2t + 10

3

)
⇔ 2t + 16

3
= 3t + 5

⇔
ヌネ

1
3
= t

である．

「空間ベクトルの計算問題．特に複雑なことはしていないが，正確な計算力が問われる．後は時間が足りるかどうか．」

ア : 2（１点）， イ : 3， ウ : 4（以上１点）， エ : 1， オ : 2， カ : 1（以上３点）

キ : 2， ク : 3（以上２点）， ケ : 2， コ : 3（以上２点）

サ : 1， シ : 3， ス : 2， セ : 2（以上１点）， ソ : 2（１点）， タ : 3（２点）

チ : 2， ツ : 1， テ : 6， ト : 3（以上２点）

ナ : 3， ニ : 2（以上３点）， ヌ : 1， ネ : 3（以上２点）
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第 5問
(1) 国語が 4点の縦の列には、4人、1人があって合計

ア
5 人。

英語と国語が同じである欄に斜線を引いていくと

1 1
5

4 1 1 2
2

1 1
1

となっていく。この斜線上の 6人と、下側の 2人が英語の得点が国語以下にな

るから、
イ

8人。
(2) 国語の平均点は

(3 × 2 + 4 × 5 + 5 × 8 + 6 × 2 + 7 × 2 + 8 × 1) ÷ 20 = 100 ÷ 20 =
ウエ

5.0

英語の平均点が 6.0なので分散は{
(3 − 6)2 × 1 + (4 − 6)2 × 2 + (5 − 6)2 × 2 + (7 − 6)2 × 5 + (8 − 6)2 × 2

}
÷ 20

= (9 + 8 + 2 + 5 + 8) ÷ 20

= 32 ÷ 20 =
オカキ

1.60

(3) 英語が 6点の横の列と、国語が 5点の縦の列を除くと、右上に 3人、左下に 2

人のみで合計
ク

5 人。

共分散は、この 5人についてのみ計算すればよいと分かり

{(3 − 5)(3 − 6) + (3 − 5)(4 − 6) + (4 − 5)(4 − 6)
+ (6 − 5)(8 − 6) + (8 − 5)(8 − 6)} ÷ 20

= (6 + 4 + 2 + 2 + 6) ÷ 20
= 20 ÷ 20 = 1

よって、相関係数の値は

1√
1.60
√

1.60
=

1
1.60

=
10
16
=

ケコサシ
0.625

である。

(4) 52人の国語の合計点は

1 × 1 + 2 × 2 + 3 × 3 + 4 × 7 + 5 × 11 + 6 × 16 + 7 × 8 + 8 × 3 + 9 × 1
= 1 + 4 + 9 + 28 + 55 + 96 + 56 + 24 + 9
=

スセソ
282

である。まず、人数について

52 + D + E + F = 60 ⇔ D + E + F =
タ

8

国語の点について、

272 + 4D + 5E + 8F = 60 × 5.4
⇔ 4D + 5E + 8F = 324 − 282 =

チツ
42

である。連立方程式


D + E + F = 8 · · · 1⃝
4D + 5E + 8F = 42 · · · 2⃝
4D + 4E + 6F = 36 · · · 3⃝

を解くと、 3⃝ − 4 × 1⃝より

◀ 1 つ目と 3 つ目の式で、D、E の係数が一致
していることに注目2F = 4、よって F = 2、すると

1⃝⇔ D + E = 8 − 2 = 6 · · · 4⃝
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2⃝⇔ 4D + 5E = 42 − 16 = 26 · · · 5⃝

であるから、 5⃝ − 4 × 4⃝より E = 2、 4⃝より D = 4。つまり、D、E、Fの値は

それぞれ、
テ

4人、
ト

2人、
ナ

2人である。
(5) 40人の合計点は

60 · 5.4 − 20 · 6 = 204

であるので、平均点は 204 ÷ 40 =
ニヌ

5.1点である。
中央値を求めるため、表の上から Aクラスの分を引いていくと

2 1
7 3 2

3 3 5 1
.
.
.

となって、6点以上の人が 2 + 1 + 7 + 3 + 2 = 15人おり、5点の人が 6人以上

いるので、中央値は
ネノ

5.0点である。
(6) x = 1のときは、M(x) = 1, N(x) = 1

x = 2のときは、M(x) = 2, N(x) = 2

以降、中央値が整数であることを確認しながら、およその平均値を考えていく。

x = 3のときは、N(x) = 4であり 3 < M(x) < 4

x = 4のときは、N(x) = 5であり N(x) = 5 ◀ 4、3、4 人なので平均も真ん中

x = 5のときは、N(x) = 5であり 5 < M(x) < 6, N(x) = 5 ◀英語が 7、6、5 点の人で平均 6 点だが、さら
に 4 点の人が 2 人いる。x = 6のときは、N(x) = 5である。合計 16人であり、6点を仮平均として違い

を合計すると 2 · 1 + (−1) · 5 + (−2) · 2 = −7なので 5 < M(x) < 6

x = 7のときは、N(x) = 6であり 5 < M(x) < 6

x = 8のときは、N(x) = 6であり 6 < M(x) < 7

x = 9のときは、M(x) = 7, N(x) = 7であるから、

M(x) , N(x)となるのは x = 3, 5, 6, 7, 8の
ハ

5個ある。
M(x) < xかつ N(x) < xとなるのは x = 7, 8, 9の

ヒ
3個ある。

「(3)までは、表を見ながら定義通り計算するだけ。(4)も計算問題だが量が増える。(5)は 2つの表から新たに表を作るこ

とになるが、上半分だけで十分と気がつけばさほどでもない。(6)は、データの傾向を読み取る習慣を付けておかないと、値

の散らばりからおよその平均値を求めていくことに気がつかないかもしれない。」

ア : 5（１点）， イ : 8（１点）

ウ : 5， エ : 0（以上１点）， オ : 1， カ : 6， キ : 0（以上２点）

ク : 5（１点）， ケ : 0， コ : 6， サ : 2， シ : 5（以上３点）

ス : 2， セ : 8， ソ : 2（以上１点）， タ : 8（１点）， チ : 4， ツ : 2（以上１点）

テ : 4， ト : 2， ナ : 2（以上２点）， ニ : 5， ヌ : 1（以上２点）， ネ : 5， ノ : 0（以上２点）

ハ : 5（１点） ヒ : 3（１点）

第６問は割愛させていただきます。
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